
 白井健三選手にみる子育て考 
副校長 井上 義郎 

 

先の体操世界選手権で「ひねり王子」こと白井健三選手が、個人総合で銅メダル、種目別ゆかと

跳馬で金メダルを獲得しました。かつての「体操王国ニッポン」を知る世代としては、内村選手に

つぐキラ星の出現に「体操王国ニッポン」の完全復活を予感させる大きな喜びとなりました。技の

難易度、姿勢の美しさに、ただただ溜息。 

しかし、私が最も感心するのは彼の競技後のインタビュー。実に爽快。しっかりとした演技の振

り返り。明日に繋がる課題把握。結果が出せなかった中にもよさを見いだすポジティブシンキング。

さらに、自分を支えてくれている人への感謝。前向きなインタビューは、いつも清々しい。快哉！！ 

（なぜ、彼はこのようなインタビューができるのか） 

きっと彼には、「次はやれる」「自分はできる」という自信や自己肯定感、人への感謝や思いやり

の気持ちがあるからだと思います。自信や自己肯定感は、さらに頑張ろうとする意欲やチャレンジ

精神に繋がり、人を向上させます。彼の人格形成には、今まで様々な人がかかわり、影響を与えて

きたと思いますが、やはり幼少期のご両親の影響が一番大きいのではないでしょうか。では、 

（ご両親はどのような子育てをしてきたのか） 

子をもつ親としては、興味があるところです。自己肯定感の醸成には、親の子供への慈しみが基

盤となります。きっと白井選手は子供の頃から、掛け替えのない存在として、ご両親からたくさん

の愛情を注がれてきたのでしょう。また、自分に対する自信は、認められ、褒められた経験がない

と育ちません。子供を温かく見守り、我がことのように子供の成長を喜びとしてきたご両親の存在

は大きい。そして、人に対する感謝の気持ち。親の背中を見せ、「やってもらうことの有り難さ」を

子供に示してきたのでしょう。勝手ながら、私はご両親のお人柄や子育てをこのように推察してい

ます。 

「子供は褒めて育てましょう」最近、流行の子育て論。しかし、何でもかんでも褒めれば良いと

いうものではありません。当たり前以上のことをしたとき、褒めてやれば良いのです。この夏、ラ

ジオ体操の後に公園のゴミ拾いをしていた子供たちが二葉小にいます。作文には「綺麗になった公

園を見て、清々しい気持ちになりました」と書かれていました。当たり前以上のことをして、子供

たちは大変高い価値に気付きました。 

「とても良いことをしましたね。あなた方の行いは、とても立派です！！」 
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